
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
第
10
回
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
＆

　

コ
キ
ー
ズ
演
奏
会

【
日
時
】
５
月
22
日
（
日
）

　

13
時
30
分
開
場
・
14
時
開
演

【
場
所
】
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

【
主
な
演
奏
曲
】
春
が
来
た
・

海
・
川
の
流
れ
の
よ
う
に
・
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
ヨ
コ
ハ
マ　

ほ
か

【
ゲ
ス
ト
出
演
】
東
京
フ
ィ
ル
・

オ
ー
ボ
エ
奏
者　

三
谷
真
紀

【
問
い
合
わ
せ
先
】

三
谷
誠
郎
☎
52
・
４
８
３
２

◆
『
声
の
広
報
』
音
声
訳

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と
は
、

視
覚
障
害
の
方
の
た
め
に
文
字

情
報
な
ど
を
音
声
訳
し
て
お
届

け
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

香
美
市
の
方
を
対
象
に
音
声

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を

開
催
し
、
広
報
誌
の
音
声
訳
を

し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
で
、
音
声
訳
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
可
能
な
方

【
日
程
】
６
月
６
日
（
月
）
・
13

日
（
月
）
・
20
日
（
月
）
・
27
日

（
月
）※

４
日
間
全
て
受
講
の
こ
と

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
講
師
】
塩
田
正
興
さ
ん
（
元

Ｒ
Ｋ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

※

６
月
６
日
（
月
）
の
み

【
場
所
】
プ
ラ
ザ
八
王
子　
　

【

申

込

締

切

】

５

月

30

日

（
月
）
必
着

【
定
員
】
６
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

【
資
料
代
】
１
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】
香
美
市
音
声
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
申
込
と
記

載
の
上
、
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
④
年
齢
⑤
音
声
訳
経
験

の
有
無
⑥
電
話
番
号
⑦
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
て
、
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
び
び
と

〒
780-

０
０
２
１

高
知
市
中
秦
泉
寺
365
番
地
２

　

０
８
８
・
８
０
３
・
９
２
８
８

   o
n
n
y
a
k
u
0
8
@

y
a
h
o
o
.c

o
.jp

☎
090
・
５
９
１
２
・
７
１
１
３

（
竹
内
）

◆
奥
物
部
ふ
る
さ
と
物
産
館

　

テ
ナ
ン
ト
募
集

　

奥
物
部
ふ
る
さ
と
物
産
館
で

は
、
物
品
販
売
や
飲
食
物
の
提

供
を
目
的
と
し
た
テ
ナ
ン
ト
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
場
所
】
物
部
町
大
栃

【
区
画
数
】
１
区
画

【
面
積
】
約
18
㎡

【
使
用
料
】
月
額
１
万
８
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
有
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
21
・
物
部

（
担
当
・
山
本
）

☎
58
・
２
７
２
７

◆
香
美
史
談
会　

春
の
祭
典

　

香
美
市
の
歴
史
等
を
研
究
し

て
い
る
香
美
史
談
会
に
よ
る
春

の
祭
典
。
知
識
を
深
め
な
が
ら

楽
し
い
演
目
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
15
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～

【
場
所
】
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

【
内
容
】

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
物
部
川
を
語
る
』

◆
お
楽
し
み
シ
ョ
ー

　

民
謡
踊
り
（
土
佐
山
田
民
謡

　

ク
ラ
ブ
）
・
剣
舞
（
林
霊
山
）
・

　

コ
ー
ラ
ス
（
コ
キ
ー
ズ
）
・

　

キ
ー
ボ
ー
ド
演
奏
歌
唱
（
ス

　

ピ
カ
中
島
）
・
ピ
ア
ノ
演
奏

（
高
田
琴
音
）
・
マ
ジ
ッ
ク
シ

　

ョ
ー
（
蒲
原
淳
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

☎
090
・
３
１
８
９
・
９
５
６
０

（
香
美
史
談
会
会
長
・
今
久
保
）

た
だ
い
ま

No.１０８

２６Kami

掲　

示　

板

機
は
？
な
ど
と
わ
く
わ
く
し
ま

し
た
。
そ
し
て
テ
レ
ビ
、
自
動

車
、
飛
行
機
は
何
で
で
き
て
い

る
の
か
、
材
料
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
れ
で
材
料
工
学
を

勉
強
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

材
料
は
物
理
と
化
学
の
分
野

に
ま
た
が
り
、
構
造
や
特
性
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
性
な
ど
、
勉

強
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
新
発
見
へ
の
期
待
、
ミ

ラ
ク
ル
へ
の
挑
戦
が
、
私
の
研

究
心
を
燃
や
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

高
知
工
科
大
学
は
研
究
に
は

と
て
も
い
い
場
所
で
す
。
日
本

は
、
ア
ジ
ア
唯
一
の
Ｇ
７
メ
ン

バ
ー
と
し
て
独
自
性
が
あ
り
興

味
深
い
国
で
す
。
こ
こ
で
３
年

間
、
研
究
の
機
会
を
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
間
、
粘
り
強

く
熱
意
を
持
っ
て
、
実
り
あ
る

研
究
を
し
た
い
で
す
。
研
究
方

法
、
分
析
力
、
体
系
的
な
思
考

を
伸
ば
し
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

私
の
名
前
は
ア
ン
で
す
。
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
来
ま
し
た
。
現
在
、

高
知
工
科
大
学
博
士
後
期
課
程

２
年
生
で
す
。
材
料
工
学
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
材
料
を

研
究
分
野
に
選
ん
だ
か
と
よ
く

聞
か
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　

私
が
子
ど
も
の
と
き
、
偶
然

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
言
葉
と
出
合
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「
私
が
さ

ら
に
遠
く
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
私
が
巨

人
の
肩
に
乗
っ
て
い
た
か
ら
で

す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ニ

ュ
ー
ト
ン
は
17
世
紀
の
物
理
学

者
で
す
。
そ
の
言
葉
を
き
っ
か

け
に
、
さ
ら
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
、
フ
ァ
ラ
デ
ィ
な
ど
の
科

学
者
の
発
見
や
発
明
の
話
に
夢

中
に
な
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
は
ど
う
や

っ
て
で
き
た
か
、

自
動
車
は
？
飛
行

フ
ン
・
ハ
イ
・
テ
ィ
エ
ン
・
ア
ン

ベ
ト
ナ
ム
／
ホ
ー
チ
ミ
ン
出
身

２６Kami３１ Kami

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

寺内 龍神ちゃん　
（１歳・　黒土）

　　
山

てらうち  りゅうしん

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

今月満１～３歳の誕生

子さんを紹介します。

寺内 龍神ちゃん　
１歳・　黒土）　　

うち  りゅうしん

ご応

して

あ
ん
よ
が
上
手
に

な
っ
て
き
た
よ

( 0̂̂ )

広　

告

E FAX

３１３３３１３１３１３１３１３１３１３１３１３３３３１１３３１３３１ aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaammmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

ぽかぽかと日当たりの良い山里は、実は歴史の地

　香北町朴ノ木は、美良布から２㌔ほど東、物部川

北岸にある河岸段丘上の集落です。

　北に山を背負い南に開け、朝日が早く、夕陽が遅

い。昭和６３年に新在所橋が架けられて利便性が向

上し、一定の便利さを求めながら田舎暮らしをする

のには、もってこいの環境となりました。水稲栽培

に適し、米の産地でもあります。長宗我部地検帳

（１５８８年）によると、当時１５町５反の田が開か

れ、１反当たりの米の収穫量は韮生郷随一でした。

　この集落には弥生時代からの遺跡があり、市内で

も早期に集落が形成されていたと考えられます。律

令時代の役所を示す『政所』という字名が残ってお

り、韮生郷の中

心地としての歴

史を感じさせま

す。

　長宗我部時代

には政所の東側

に理清院という

寺があり、韮生

郷教化の中心的役割を果たし

ていました。往時は壮麗を極

めた七堂伽藍の大寺であった

と言われ、永徳３年（１３８３

年）には、大中臣山田道兼

（山田氏一族）が父母の菩提

を弔うために千体地蔵尊を納

めました。これは現在高照寺に安置され、県の保護

有形文化財に指定されています。

　高照寺の住職さんにお願いし、千体地蔵尊を拝見

させていただくと、厨子の中で神々しく光る無数の

仏像が！圧倒されながらも数えてみると、大きい仏

様が１体、中ぐらいの仏様が１０体、小さな仏様が

１０００体…。千体地蔵の名に偽りなし！合計１０１１

体の仏様がありがたくビシっと並んでいました。

　江戸時代には大庄屋が政所にあって、前田氏、柳

瀬氏などが勤めたことが知られ、まんが家の故やな

せたかし先生は、大庄屋柳瀬氏の末裔です。

　朴ノ木には、高照寺本堂や朴ノ木遺跡、朴ノ木城

址など歴史的遺物が多く、よさこい節に歌われる純

信お馬の愛の逃避道でもあります。やなせたかし朴

ノ木公園や在所隕石の落下地（１８９８年）などもあ

り、４月第２土曜には高照寺で千体地蔵流し供養※、

８月５日には高照寺境内で文殊様まつりが行われま

す。※この日に限り千体地蔵尊が一般公開されます。

　風薫る初夏の一日、散策がてら歩いて訪ねてみて

はいかがでしょうか。（岡村委員）

香北の朴ノ木に
眠る歴史の息吹を感じよう

ノ木木木木ににに
息吹 感

体験レポート

▲千体地蔵尊

トトトトトトトトトトトトトトトトト

がらん

香北町吉野

●●

国道１９５号

県道久保大宮線県道久保大宮線

新在所橋新在所橋

やなせたかし朴ノ木公園やなせたかし朴ノ木公園
高照寺高照寺

香北町朴ノ木香北町朴ノ木 県道久保大宮線

新在所橋

やなせたかし朴ノ木公園
高照寺

香北町朴ノ木

500ｍ

　　
(山田高校マンガ部)
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